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令和７ 年度ま ちの予算

一般会計

5 7 .1 %

特別会計

2 0 .2 %

企業会計

2 2 .7 %

一般会計

1 4 2 億9 6 0 万8 千円

（ 5 7 .1 % ）

国民健康保険特別会計

2 3 億8 ,1 7 6 万2 千円

(9 .6 % )

後期高齢者医療特別会計

3 億9 ,1 6 0 万6 千円

(1 .6 % )

公共下水道事業会計

1 2 億5 ,6 6 6 万5 千円

(5 .0 % )

介護保険特別会計

2 2 億4 ,1 8 3 万7 千円

(9 .0 % )

個別排水処理事業会計

1 億6 ,9 5 3 万4 千円

(0 .7 % )

水道事業会計

1 1 億8 ,8 1 1 万4 千円

(4 .8 % )

病院事業会計

3 0 億2 ,8 4 1 万5 千円

(1 2 .2 % )

2 4 8 億

6 ,7 5 4 万1 千円

• 福祉、 道路整備、 教育など基本的な行政サービス を行う ための会計
です。

一般会計

• 特定の事業を行う ための会計で、 国民健康保険、 後期高齢者医療、
介護保険の３ つの特別会計があり ま す。

特別会計

• 会社と 同じ よ う に事業を行い収益をあげて運営する 会計で、 水道事
業、 公共下水道事業、 個別排水処理事業、 病院事業の４ つの企業会
計があり ま す。

企業会計

今年度は、 町民ニーズの把握と その必要性や事業効果を十分検証し 、 地域経済の活性

化や住民サービ ス の更なる 向上、 重点課題への対応などを念頭におき ながら 予算編成を

行った結果、 一般会計は１ ４ ２ 億円と 過去最大の予算規模と なり ま し た。
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説　 明 金　 額

町が自主的に調達（ 用意） でき る 収入のこ と です。 ５ １ 億７ ， ９ ９ ０ 万６ 千円

町 税 町民税や固定資産税など 、 皆さ ま に納めていただく 税金です。 ２ ２ 億８ ， ２ ９ ３ 万９ 千円

分 担 金 及 び 負 担 金 事業にかかる 経費の一部を、 利用者が負担する お金です。 １ 億１ ， ６ ７ ８ 万２ 千円

使 用 料 及 び 手 数 料 施設の使用料や証明書の発行手数料などです。 ２ 億５ ， ７ ３ ８ 万７ 千円

財 産 収 入 不要物品や土地などの財産を売り 払って得る お金です。 ４ ， ４ ２ １ 万９ 千円

寄 附 金 町にご寄附いただいたお金です。 ５ 億５ ， ０ ０ ０ 万８ 千円

繰 入 金 町の基金（ 貯金） から 取り 崩さ れたお金です。 １ ４ 億２ ， ７ ６ ８ 万２ 千円

繰 越 金 前年度から 繰り 越し たお金です。 １ ， ０ ０ ０ 万円

諸 収 入 給食費や貸付金の返還金、 その他の様々なお金です。 ４ 億９ ， ０ ８ ８ 万９ 千円

国や北海道から 交付さ れたり 、 借金をする などし て
得ら れる 収入のこ と です。

９ ０ 億２ ， ９ ７ ０ 万２ 千円

地 方 譲 与 税 ２ 億２ ７ ２ 万円

利 子 割 交 付 金 １ ０ ０ 万２ 千円

配 当 割 交 付 金 ７ ８ ４ 万４ 千円

株式等譲渡所得割交付金 ２ ， １ ０ ３ 万６ 千円

法 人 事 業 税 交 付 金 ３ ， ２ ５ ４ 万９ 千円

地 方 消 費 税 交 付 金 ５ 億１ ， ２ ９ ３ 万２ 千円

環 境 性 能 割 交 付 金 ２ ， １ ７ ８ 万５ 千円

国 有 提 供施 設 等 所 在
市 町 村 助 成 交 付 金

３ ０ 万円

地 方 特 例 交 付 金 １ ， ０ ０ ２ 万３ 千円

地 方 交 付 税 ４ ５ 億円

交通安全対策特別交付金 １ ７ ８ 万７ 千円

国 庫 支 出 金 １ ４ 億７ ， ８ ５ １ 万６ 千円

道 支 出 金 ９ 億１ ， ５ ７ ０ 万８ 千円

町 債 国や銀行から 借り 入れる お金（ 借金） です。 １ ３ 億２ ， ３ ５ ０ 万円

１ ４ ２ 億９ ６ ０ 万８ 千円

自 主 財 源

依 存 財 源

項　 目

計

皆さ ま が国や北海道に納めたお金の一部が、 法律や
一定のルールに基づき 、 町に配分さ れる お金です。

法律や一定のルールに基づき 、 町の特定の事業の
ために配分さ れる お金です。

依存財源

6 3 .5 %

自主財源

3 6 .5 %

地方

交付税

3 1 .7 %

国道

支出金

1 6 .8 %
9 .3 %

地方譲与税等

5 .7 %

町税

1 6 .1 %

諸収入

3 .5 %

使用料・ 手数料

1 .8 %

繰入金等

1 5 .1 %

一般会計の収入内訳

町債

収入全体では、 地方交付税、 国や

北海道から 交付さ れる 依存財源が

全体の６ ３ ． ５ ％を占めており 、

町の予算は国の予算の影響を受け

やすいと いえま す。

安定的な財政運営のため自主財源

（ 町税やふる さ と 寄附金など ） の

確保が重要な課題と なっていま す。
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説　 明 金　 額

議 会 費 議会運営の経費です。 ８ ， １ １ ０ 万１ 千円

総 務 費 全般的な管理事務、 庁舎管理、 戸籍や選挙などの経費です。 １ ４ 億４ ， ７ ６ ４ 万３ 千円

民 生 費 社会福祉や児童福祉などの経費です。 ２ ８ 億７ ３ ７ 万３ 千円

衛 生 費 健康づく り やごみ収集など の経費です。 １ ８ 億５ ， ８ ５ ６ 万円

労 働 費 労働者の福祉向上や就労支援の経費です。 ２ ， ４ １ ８ 万３ 千円

農 林 水 産 業 費 農業や林業の振興などの経費です。 ８ 億２ ， ３ ８ １ 万５ 千円

商 工 費 商工業や観光の振興などの経費です。 ５ 億９ ８ ４ 万９ 千円

土 木 費 道路や公園、 公営住宅の整備などの経費です。 １ ４ 億８ ， ９ ４ ３ 万９ 千円

消 防 費 消防や救急などの経費です。 ５ 億６ ， ７ １ ４ 万８ 千円

教 育 費 学校教育や社会教育などの経費です。 １ ２ 億３ ， ９ ８ １ 万６ 千円

公 債 費 町が借り 入れたお金（ 借金） の返済金です。 １ １ 億６ ， ７ ５ ４ 万４ 千円

職 員 給 与 費 職員の給料や手当などです。 ２ １ 億９ ， ２ １ ３ 万７ 千円

予 備 費 災害など緊急時のために用意し ている お金です。 １ ０ ０ 万円

１ ４ ２ 億９ ６ ０ 万８ 千円

項　 目

計

議会費

0 .6 %

総務費

1 0 .2 %

民生費

1 9 .7 %

衛生費

1 3 .1 %

労働費

0 .2 %農林水産業費

5 .8 %

商工費

3 .6 %

土木費

1 0 .5 %

消防費

4 .0 %

教育費

8 .7 %

公債費

8 .2 %

職員給与費

1 5 .4 %

一般会計の支出内訳

少子高齢社会の進展に伴う 社会

保障関連経費の増によ り 、 依然

と し て、 民生費の割合が大き く

なっ ていま す。

ま た、 ふる さ と 寄附金の増収を

見込み関連経費等によ り 総務費

が伸びている ほか、 第Ⅳ期埋立

処分場造成事業に要する 経費等

によ り 衛生費も 伸びており 、 こ

れら ３ つで全体の約４ 割を 占め

ていま す。
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第６ 期美幌町総合計画で、 美幌町の将来像を「 ひと がつながる 、 みら いへつなげる

こ こ にし かないま ち びほろ」 と 定めており 、 その実現に向けて取り 組んでいく ため

の５ つの基本目標があり ま す。

基本目標1 人を り 、 地域力を 高める ま ちづく り

基本目標２ 自然の美し さ やく ら し の安心を 、

みんなで り あう ま ちづく り

基本目標３ ま ちの資源や持ち味を、

力に換えていく ま ちづく り

基本目標４ 住みやすく 、

人が ま る 基盤をつく る ま ちづく り

基本目標５ 夢を む体験！

あたたかい人を つく る ま ちづく り

５ つの基本目標
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（ 令和７ 年度の主な新規・ 拡充事業）

　

　

労働者の働き 方が多様化する 近年、 家庭の事情やワ ーク ラ イ フ バラ ンス の充実等を目的に働

く 地域を変える こ と で、 地方への移住・ 定住の促進が図ら れていま す。 町内の担い手不足解消

や、 地元企業の活性化を図る ため、 オホーツ ク 管内以外から の移住者を対象と し た町独自の支

援制度を設立し 、 「 美幌町で働き たい」 「 都会で培った力を地元美幌町で生かし たい」 と いう

思いを持ったＵＩ Ｊ タ ーン希望者の移住を強力に推進し ていき ま す。

【 予 算】 １ ５ ０ 万円
・ ＵＩ Ｊ タ ーン支援事業補助金 １ ５ ０ 万円

【 担 当】

政策推進課政策統計グループ 0152-77-6529

seisakug@ tow n.bihoro.hokka ido.jp

本町の令和６ 年度寄附総額は過去最高額と なる 見通し であり 、 令和７ 年度は寄附総額の目標

を５ 億５ 千万円と 設定し ま し た。 ポータ ルサイ ト （ ふる さ と チョ イ ス 、 さ と ふる など ） や町独

自の特設サイ ト を通じ た更なる 情報発信を行い、 こ れま で以上に返礼品の充実や供給体制の確

立によ る 寄付金額の向上を目指し ていき ま す。

【 予 算】 ２ 億７ ， ３ ８ ６ 万円
・ 募集受付業務委託料 ２ 億６ ， １ ０ ５ 万円

・ 特設サイ ト 関連業務委託料 ４ ７ ０ 万円

・ カタ ロ グ作成等業務委託料 １ ９ 万円

・ その他諸経費 ７ ９ ２ 万円

【 担 当】

政策推進課政策統計グループ 0152-77-6529

seisakug@ tow n .b ihoro.hokka ido.jp

基本目標1 人を創り 、

地域力を高める ま ちづく り

継続

ふる さ と 寄附金のさ ら なる 増収と

寄附者の拡大を目指し ま す

町独自の支援金制度を設立し 、

ＵＩ Ｊ タ ーンの強力な推進を図る
新規

拡充
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（ 令和７ 年度の主な新規・ 拡充事業）

　

　

近年、 運転手不足によ る 公共交通（ バス ・ タ ク シー） の維持確保が課題と なっており 、 令和

６ 年度から 地域おこ し 協力隊を2名採用し 、 公共交通運転手を担う と 同時に地域振興を行いま し

た。 依然と し て運転手不足の状態が続いている こ と から 、 さ ら に2名を増員さ せ公共交通運転手

確保に向けた対策を強化し ま す。

住民票をはじ めと し た各種証明書はこ れま で役場に来庁いただかなければ取得でき ず、 必要

と する 方にと って大き な負担と なっていま し たので、 マイ ナンバーカード を利用し て全国のコ

ンビニエンス ス ト アで取得でき る コ ンビニ交付シス テムを導入し ま す（ 令和８ 年２ 月末予定） 。

ま た、 役場窓口においても こ れま でど おり 各種証明書を発行する こ と も でき 、 発行手数料の支

払いをキャ ッ シュ レ ス 決済で行える 機器を導入し （ 令和７ 年秋ごろ予定） 、 来庁さ れる 方など

の負担軽減によ る 住民サービス の向上を図り ま す。

【 予 算】 ８ ０ ７ 万円

・ キャ ッ シュ レ ス 決済経費 ７ 万円

・ コ ンビニ交付シス テム構築経費 ８ ０ ０ 万円

【 担 当】

総務課総務グループ 0152-77-6526

soum ug@ tow n.b ihoro.hokka ido.jp

基本目標1 人を創り 、

地域力を高める ま ちづく り

新規
役場での手続き のデジタ ル化を推進し 、

コ ンビニ交付シス テムやキャ ッ シュ レ ス 決済を導入する

不足する 公共交通運転手を確保する ため、

地域おこ し 協力隊を増員さ せる

【 予 算】 ２ ， ０ １ ４ 万円

・ 求人掲載広告料 ５ ５ 万円

・ 地域おこ し 協力隊隊員経費 １ ， ９ ５ ９ 万円

【 担 当】

町民活動課町民活動グループ 0152-77-6537

tyoum ing@ tow n.b ihoro.hokka ido.jp

継続

拡充
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（ 令和７ 年度の主な新規・ 拡充事業）

妊娠し た際は、 町内に産婦人科の病院がないこ と から 町外の病院に掛から なければなら なく 、

交通費など の負担が重たく なり 、 健診等を 受ける こ と を ためら う こ と があり ま す。 町では美幌

駅から 北見市ま たは網走市ま での往復Ｊ Ｒ 運賃を 支援し ていま し たが、 通院する 病院ま での距

離に応じ た交通費の助成に拡充し 、 妊産婦の交通費の負担軽減を 図り 経済的支援に取り 組みま

す。

こ れま で、 ３ 歳未満の保育料は、 独自の負担軽減や国の基準に上乗せし た多子軽減策を 実施

し ていま す。 多子世帯に対する 負担軽減は、 第３ 子以降の保育料無償化を 実施し 、 第２ 子は収

入に応じ た無償化を 実施し ている と こ ろ ですが、 新たに収入にかかわら ず第２ 子に対する 保育

料の無償化を 実施し ま す。 すべての子ど も が安心し て保育を 受けら れ、 安心し て働く こ と がで

き る よ う 子育て世代の負担軽減を 図り ま す。

【 担 当】

保健福祉課健康推進グループ 0152-77-6544

kenkoug@ tow n .b ih oro.hokka ido.jp

【 担 当】

社会福祉課児童支援グループ 0152-7 7-6541

jidoug@ tow n.b ihoro.hokka ido.jp

基本目標2 自然の美し さ やく ら し の安心を、

みんなで護り あう ま ちづく り

【 予 算】 ２ １ ２ 万円

・ 第２ 子無償化経費 ２ １ ２ 万円

【 予 算】 ２ １ ８ 万円

・ 妊婦一般健康検査等交通費支援金 ２ １ ８ 万円

拡充
第２ 子の保育料完全無償化を実施し 、

子育て世代の負担軽減を図り ま す

妊娠中の方々が安心し て健診等を受けら れる よ う

交通費支援金を充実さ せま す継続

拡充
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（ 令和７ 年度の主な新規・ 拡充事業）

現在の第Ⅲ期埋立処分場は令和９ 年３ 月ま での埋立期間を 予定し ており 、 令和６ 年度から 第

Ⅳ期埋立処分場の造成工事と 処分場内で発生する 汚水を 処理する 施設の建設工事を 開始し 、 令

和８ 年１ ０ 月に供用開始を 目指し ていま す。 ごみは分別を する こ と でごみ処理場の延命化につ

ながり 、 さ ら にはリ サイ ク ルを 促進する こ と で環境への負荷を 減ら すこ と ができ ま す。 ごみの

減量化に向け引き 続き 取り 組んでいき ま す。

子ど も たちが就学、 就職する ま での一貫し た支援を 提供する ため、 ０ 歳～５ 歳ま でのすべて

の未就学児を 対象に、 ６ 歳から １ ８ 歳ま での児童生徒は支援が必要な子ど も や希望者を 対象に

子育てサポート フ ァ イ ル「 ハグミ ン 」 を 配布し ま す。 こ れによ り 、 子ど も の発達など を 記録し 、

育ちに必要な支援を 適切に把握する こ と ができ 、 保護者、 教育機関、 支援機関など がフ ァ イ ル

を 共有し 連携し て支援し ていき ま す。 子ど も の未来に向けた切れ目ない一貫し た見守り ・ 支援

体制を 構築し ていき ま す。

【 担 当】

環境管理課環境衛生グループ 0152-77-6550

e ise ig@ tow n .b ihoro.hokka ido.jp

【 担 当】

保健福祉課健康推進グループ 0152-77-6544

kenkoug @ tow n .b ihoro.hokka ido.jp

基本目標2 自然の美し さ やく ら し の安心を、

みんなで護り あう ま ちづく り

【 予 算】 ４ ５ 万円

・ 子育てサポート フ ァ イ ル「 ハグミ ン 」 経費 ４ ５ 万円

継続

【 予 算】 ５ 億９ ， ９ ６ ５ 万円

・ 第Ⅳ期埋立処分場整備経費 ５ 億９ ， ９ ６ ５ 万円

子ども たちの育ち、 就学、 就職する ま で

切れ目なく 一貫し て見守り 支えていき ま す

第Ⅳ期埋立処分場の整備に向け、

造成工事が進めら れていま す

新規
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（ 令和７ 年度の主な新規・ 拡充事業）

【 担 当】

農林政策課農政グループ 0152-77-6546

nou se ig@ tow n .b ihoro.hokka ido.jp

本町の基幹産業は農業であり 、 小麦、 てん菜、 馬鈴薯の畑作３ 品を 中心作物と し て発展し て

ま いり ま し たが、 近年、 特にてん菜の作付面積が、 国によ る 転換奨励や肥料高騰、 防除費用等

の増加によ り 減少し ている 状況であり 、 今後さ ら に作付面積が減少し た場合、 美幌製糖所の存

続や再編に大き く 影響を 受ける こ と も 予想さ れる こ と から 危機感をも っ てこ れま での状況を認

識のう え、 作付面積の維持に向けてし っかり と 支援し ていき ま す。

【 予 算】 ９ ３ ６ 万円

・ てん菜生産奨励事業補助金 ９ ３ ６ 万円

【 担 当】

政策推進課政策統計グループ 0152-7 7-6529

se isakug@ tow n.b ihoro.hokka ido.jp

食彩びほろ の魅力を 多彩な洋食シェ フ が創作料理と し て披露し 、 本町の農産物を 活用し た特

別な料理を 通じ て、 食材の魅力を再認識し 、 食材の価値や可能性を 再発見する ため「 美幌ガス

ト ロ ノ ミ ー２ ０ ２ ５ 」 を 開催し ま す。 こ のイ ベン ト では、 本町の食材を 活用し た新し い料理の

提案や食材の無限の可能性を 感じ ていただけだける こ と を期待し ていま す。 本町の農産物への

関心を高め地域経済の活性化につながる こ と を 目指し ていき ま す。

基本目標３ ま ちの資源や持ち味を、

活力に換えていく ま ちづく り

【 予 算】 ４ ９ 万円
・ 美幌ガス ト ロ ノ ミ ー２ ０ ２ ５ 開催経費 ４ ９ 万円

「 美幌ガス ト ロ ノ ミ ー２ ０ ２ ５ 」 を開催し 、

食彩びほろの魅力を発信する
新規

美幌製糖所の存続や再編に大き く 影響する 前に

作付面積の維持に向けた支援をし ま す
新規
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（ 令和７ 年度の主な新規・ 拡充事業）

空き 家除却工事の経費を補助し 、

住民の安心で安全な住環境の確保を図り ま す

令和５ ～６ 年度に実施し ま し た旭団地７ 号棟実施設計が完了し 、 令和７ ～８ 年度で建設工事

を実施し ま す。 今後予定さ れている 仲町団地の建て替えに先立ち、 現在入居さ れている 方の居

住先と し て予定し ていま す。 ま た、 平成１ ７ 年度に建設さ れた旭団地２ 号棟の外壁等の改修工

事も 行いま す。 住民の安心で安全に暮ら せる 住環境の確保を図り ま す。

地方の過疎化が進む中、 使われていない住宅が増え続ける こ と によ り 、 治安の悪化や景観の

損ないなど を招き ま す。 ま た、 老朽化によ り 台風や地震など で倒壊、 損壊する と 近隣の家屋や

通行人に被害を及ぼし てし ま いま す。 そのため令和３ 年度から 空家等除却事業補助制度を創設

し ており ま すが、 令和７ 年度から 一般型及び新築型の補助率、 補助限度額の引き 上げを行う と

と も に新たに商業型と し て、 空き 店舗や賃貸住宅の除却についても 補助対象と する 区分を追加

し 制度拡充を図り ま す。

【 担 当】

建設課公営住宅グループ 0152-77-6552

koujug@ tow n.bihoro.hokka ido.jp

【 担 当】

政策推進課政策統計グループ 0152-77-6529

seisakug@ tow n.bihoro.hokka ido.jp

基本目標４ 住みやすく 、

人が集ま る 基盤を つく る ま ちづく り

【 予 算】 １ ， ０ ０ ０ 万円
・ 一般型（ 除却のみ） ６ ４ ０ 万円

・ 新築型（ 新築の建築を行う 除却） ２ ６ ０ 万円

・ 商業型（ 店舗や賃貸物件の除却） １ ０ ０ 万円

【 予 算】 ２ 億１ ， ７ ８ ３ 万円
・ 旭団地７ 号棟建設工事経費 １ 億６ ， ６ ８ ７ 万円

・ 旭団地外壁等改修工事 ５ ， ０ ９ ６ 万円

拡充

継続

公営住宅の計画的な管理や建替で、

安定し た住環境の確保や利便性の向上を図る
継続
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（ 令和７ 年度の主な新規・ 拡充事業）

少子化によ る 児童生徒数の減少に伴い、 授業等でのグループによ る 学び合いや学校行事にお

ける 集団形成の維持等が課題と なっていま す。 そう し た課題を解決し 、 児童生徒への良質で効

率的な教育環境を提供する こ と を最優先と 考え、 小中一貫教育の推進のため施設一体型の義務

教育学校の令和１ ３ 年度開校を目指し ま す。 令和７ 年度は開校検討委員会の設立・ 協議によ り

基本構想の策定を進めま す。

【 担 当】

学校教育課総務グループ 0152-77-6556

ksoum ug@ tow n.bihoro.hokka ido.jp

少子化によ る 生徒数の減少に伴い、 学校単位での部活動が困難になり つつある ため、 令和６

年度から サッ カー部、 女子バス ケッ ト ボール部、 野球部の３ つの部活動は北中学校での拠点校

方式を導入し ていま す。 そのう ちサッ カー部については、 地域のサッ カー少年団と の協議や保

護者と の意見交換等を重ね、 令和７ 年度よ り 地域ク ラ ブへ移行と なる こ と から 円滑な運営と な

る よ う 運営経費を含め活動を支援し ま す。 ま た、 他の部活動においても 持続可能な活動環境の

整備に向けて、 学校と 地域と の連携・ 協働によ る 地域ク ラ ブ活動への移行の可能性を探り 、 継

続し て親し むこ と ができ る 機会の確保に努めま す。

基本目標５ 夢を 育む体験!

あたたかい人を つく る ま ちづく り

【 予 算】 １ ， ２ ２ ７ 万円

・ 義務教育学校整備基本構想策定経費 １ ， １ ５ ０ 万円

・ その他諸経費 ７ ７ 万円

【 担 当】

学校教育課学校教育グループ 0152-77-6557

kyou ikug@ tow n.b ihoro.hokka ido.jp

【 予 算】 ２ １ ３ 万円

・ 部活動地域移行関連経費 ２ １ ３ 万円

小中学校９ 年間を 見通し た切れ目のない教育の推進と

持続可能な教育環境を確保し ま す

学校内で行われている 部活動の運営を

地域全体で支えていき ま す

新規

拡充

継続
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（ 予算の基礎知識）

必要なと き に変える こ と も あり ま す。
こ れを「 補正予算」 と いいま す。

町長が予算案をつく り 、 議会へ提出し ま す。
議会で審議し 、 議決さ れる と 予算が成立し ま す。

それぞれの担当グループが、 町民の皆さ ま のご意見やご要望をお聴き し ながら 、 １ 年間の

行政サービ ス （ ま ちの仕事） を組み立てま す。 町長は、 その内容を予算案と し てま と め、 議

会へ提出し ま す。 議会は、 いろいろな面から 審議し 、 議決によ り 予算を決めま す。

１ 年間の収入と 支出を見積も る こ と です。

新し い年度が始ま る 前に、 １ 年間（ ４ 月～３ 月ま で） にど のく ら いの収入がある か、 その

収入を も と にし てど のよ う な事業を 行う か計画し 、 その費用と なる 支出を 見積も り ま す。 こ

れら の内容を ま と めたも のが「 予算書」 です。

Ｑ

Ａ

１ 年間の収入 ま ちの会計 １ 年間の支出

Ａ

予 算
議会 町長

町民

監視・ 公開

台風など の自然災害が原因で生じ る 急な施設の修理など 、 予定よ り も 多く の経費が必要

と なっ てし ま っ たと き には、 変更する 予算案を 作っ て当初予算と 同じ よ う に議会に提案し

ていま す。

Ｑ

Ｑ

Ａ
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　 　 　 （ 予算の基礎知識）

第６ 期美幌町総合計画で掲げている ５ つの
基本目標に沿って予算を作成し ていま す。

第６ 期美幌町総合計画は、 平成２ ８ 年度から 令和８ 年度ま での１ １ 年間を計画期間と し た

美幌町の最上位計画です。 こ の計画で、 ま ちの将来像を定めており 、 その実現に向けて取り

組んでいく ために掲げている ５ つの基本目標（ Ｐ ４ 参照） に沿って予算を 作成し ていま す。

行政サービ ス を計画的に行う ためには、
予算が必要です。

予算は、 収入と 支出の見積も り と その計画です。 １ 年間の行政サービ ス を 計画的に行う た

めには、 予算を 作成する こ と が必要になり ま す。 ま た、 予算の範囲内において執行し なく て

はなら ないこ と から 、 前も って行政サービ ス の計画と それに見合った予算の作成が必要にな

り ま す。

Ｑ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ 一般会計の貯金（ 基金） の令和６ 年度末
予定残高は約５ １ 億円です。
ま た、 借金（ 町債） は約１ ０ ５ 億円です。

美幌町の貯金（ 基金） は、 一般会計の１ ２ 基金と 国民健康保険基金、 介護保険基金を合わ

せた計１ ４ 基金あり 、 それぞれの目的に沿って管理運営を行っていま す。 内訳と し ては、 一

般会計の主要３ 基金（ 財政調整基金、 減債基金、 公共施設整備基金） の年度末予定残高が約

４ １ 億円であり 、 その他９ 基金が約１ ０ 億円と なっていま す。

ま た、 公共施設（ 道路等） の整備などに必要な多額のお金を 、 借金（ 町債） によ り 賄って

いる も のも あり ま す。 こ れは、 １ 年間の負担を小さ く する だけでなく 、 何年にも わたり 返済

する こ と で、 施設を利用する すべての世代の方々に公平に負担し ていただく こ と にも つなが

り ま す。

令和５ 年３ 月に策定し た第３ 次美幌町財政運営計画に基づき 、 基金の適切な管理運営や町

債の発行抑制に努めていき ま す。
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～令和７ 年度 美幌町予算説明書～

こ と し の仕事

（ 発  行  年 月 日）  令和７ 年４ 月
（ 発　 　    　 　 行）  美幌町
（ お問い合わせ先）  美幌町役場　 総務部財務課財務グループ　

                〒0 9 2 -8 6 5 0
                 網走郡美幌町字東２ 条北２ 丁目２ ５ 番地

mailto:zaimug@town.bihoro.hokkaido.jp

